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三
曲
研
究
会
（
川
口
夏
輝

代
表
・
経
済
３
、
会
員
59

人
）
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
表
す
る
第
49
回
定
期

演
奏
会
が
10
月
14
日
、
川
崎

市
幸
市
民
館
で
開
か
れ
た
。

聴
衆
約
２
５
０
人
が
み
や
び

な
音
色
に
聴
き
入
っ
た
。

　
三
曲
研
究
会
は
箏
、
三
味

線
、
尺
八
を
合
奏
す
る
。
演

奏
会
の
曲
目
は
「
八
千
代
獅

子
」「
さ
ら
し
」「
風
と
木
と

水
と
」「
四
季
の
遊
び
」
な

ど
古
典
か
ら
現
代
曲
ま
で
11

曲
。
最
後
の
「
大
津
絵
幻

想
」
で
は
胡
弓
、
琵
琶
、
篠

笛
も
加
わ
り
、
30
分
に
わ
た

っ
て
大
合
奏
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
「
和
楽
器
の

音
色
に
初
め
て
触
れ
た
」

「
感
動
し
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。
川
口
代
表
は

「
楽
し
ん
で
演
奏
で
き
た
」

と
話
し
た
。

　
本
学
出
身
の
研
究
者
ら
で

つ
く
る
専
修
大
学
緑
鳳
学
会

緑
鳳
学
会
開
催

（
小
杉
伸
次
会
長
）
の
第
26

回
大
会
が
10
月
21
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
50
人
が
参
加
し
、
研
究

成
果
を
発
表
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
企
業
に
お
け
る
事
業

承
継
｜
親
族
内
承
継
｜
」。

基
調
講
演
の
後
、
小
杉
会
長

（
札
幌
学
院
大
名
誉
教
授
）、

小
野
憲
昭
北
九
州
市
立
大
教

授
ら
５
人
の
研
究
者
・
実
務

家
が
報
告
と
討
議
を
行
っ

た
。
池
本
卯
典
日
本
獣
医
生

命
科
学
大
名
誉
学
長
が
「
血

液
型
の
誘
惑
｜
血
液
遺
伝
標

識
の
狩
人
達
そ
し
て
法
医
学

・
人
類
遺
伝
学
へ
の
応
用
」

と
題
し
て
研
究
発
表
し
た
。

研究の成果を発表する池本

日本獣医生命科学大名誉学長

三
曲
研
究
会

定
期
演
奏
会

着
物
姿
で
「
さ
ら
し
」
を

合
奏
す
る
会
員

　
学
業
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
働
き
方
を
さ
せ
ら
れ
る

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
が
増
え
て

い
る
。
こ
れ
を
防
止
し
、
直

面
し
た
際
の
対
策
を
考
え
る

「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
防
止
講

習
会
」
が
９
月
28
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

身
近
な
問
題
だ
け
に
約
１
０

０
人
の
学
生
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た

写
真
。

　
講
師
は
ア
ル
バ
イ
ト
サ
イ

ト
を
運
営
す
る
ナ
ジ
ッ
ク
・

ア
イ
・
サ
ポ
ー
ト
の
東
日
本

事
業
部
事
業
部
長
の
池
澤
勇

夫
さ
ん
。「
休
め
な
い
、
辞

め
ら
れ
な
い
、
授
業
に
出
ら

れ
な
い
」
と
い
っ
た
働
き
を

強
い
ら
れ
、
学
業
が
お
ろ
そ

か
に
な
る
バ
イ
ト
の
こ
と
を

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
と
い
う
。

池
澤
さ
ん
は
「
バ
イ
ト
で
も

労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
契
約
、
労
働
法
に
対
す
る

基
礎
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
だ
」
と
話
し
た
。

　「
時
給
が
最
低
賃
金
を
下

回
っ
て
い
る
」「
シ
フ
ト
を

無
理
や
り
組
ま
れ
る
」
な
ど

８
項
目
に
わ
た
る
チ
ェ
ッ
ク

表
を
提
示
。
一
つ
で
も
当
て

は
ま
れ
ば
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト

に
該
当
す
る
と
い
う
。

　
自
分
の
働
き
方
が
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
？
　
と
思
っ
た
ら

「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー
」（
各
都
道
府
県
の
労
働

局
、
全
国
の
労
働
基
準
監
督

署
内
に
設
置
）、「
労
働
条
件

相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」（
☎

０
１
２
０
・
８
１
１
・
６
１

０
）
へ
。

防止・対策法学ぶ

ブラックバイト

ブドウ園で記念撮影する留学生ら

　
第
１
６
５
回
国
際
交
流
特

別
講
演
会
「
や
さ
し
い
英
語

に
よ
る
経
営
学
講
座
」
（
全

５
回
）
が
９
月
30
日
か
ら
10

月
28
日
ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
講
演
か

ら
質
疑
応
答
ま
で
全
て
英
語

で
展
開
し
、
昨
今
の
国
際
情

勢
の
動
き
を
共
有
す
る
。

　
講
師
は
経
営
学
部
海
外
客

員
教
授
の
ル
イ
ス
・
ブ
レ
ナ

ン
氏
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ

ブ
リ
ン
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
）。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
経
済
な
ど
に
つ
い
て
講

演
、
毎
回
好
評
だ
っ
た
。
10

月
21
日
の
テ
ー
マ
は
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
紛
争
。
市
民
、
学

生
ら
約
80
人
が
参
加
し
た
。

　
ブ
レ
ナ
ン
教
授
は
、
テ
ロ

活
動
に
ま
で
及
ん
だ
英
領
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
カ
ト
リ

ッ
ク
系
住
民
と
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
系
住
民
の
対
立
か
ら
和

平
プ
ロ
セ
ス
へ
の
進
展
を
、

分
か
り
や
す
く
解
き
明
か
し

た
。さ
ら
に
、英
国
が
欧
州
連

合（
Ｅ
Ｕ
）か
ら
離
脱
を
選
択

し
た
こ
と
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
加
盟

国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
帰
属
意

識
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

講
演
後
は
活
発
な
質
疑
応
答

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ブ
レ

ナ
ン
教
授
は
「
テ
ー
マ
を
深

く
掘
り
下
げ
た
質
問
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
」
と
聴
衆
の
熱

心
な
様
子
を
語
っ
て
い
た
。

　
11
月
11
日
か
ら
は
経
済
学

部
海
外
客
員
教
授
の
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン
・
リ
ム
氏
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
イ
カ
ト
大

学
）
に
よ
る
第
１
６
６
回
国

際
交
流
特
別
講
演
会
「
や
さ

し
い
英
語
に
よ
る
経
済
学
講

座
」
が
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
始
ま
っ
た
。
統
一
テ
ー
マ

は
「
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
経

済
パ
ズ
ル
解
説
｜
５
つ
の
ｉ

ｆ
｜
」。
12
月
９
日
ま
で
毎

週
土
曜
日
に
開
催
。
１
回
だ

け
で
も
参
加
で
き
る
。

　
留
学
生
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク

が
10
月
15
日
に
行
わ
れ
、
山

梨
県
で
富
士
山
五
合
目
散
策

と
ブ
ド
ウ
狩
り
を
楽
し
ん

だ
。

　
当
日
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ

オ
ス
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ

ン
ス
、
台
湾
の
留
学
生
９
人

と
日
本
人
学
生
13
人
が
参
加

し
た
。

　
朝
か
ら
雨
が
降
る
寒
い
一

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紛
争
に
つ
い
て
説
明
す
る

ブ
レ
ナ
ン
海
外
客
員
教
授

10
月
21
日

日
で
、
五
合
目
か
ら
富
士
山

の
頂
を
眺
め
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
午
後
に
は
雨

が
上
が
り
、
ブ
ド
ウ
園
で

は
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
紫
色

の
房
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

「
粒
が
大
き
い
」「
み
ず
み

ず
し
く
て
お
い
し
い
」
と
参

加
者
は
秋
の
味
覚
を
満
喫
し

た
。

ブ
ド
ウ
狩
り

　  

楽
し
む

留
学
生
交
流

バ
ス
ハ
イ
ク

やさしい英語による経営学講座

講
師 

ル
イ
ス
・
ブ
レ
ナ
ン
海
外
客
員
教
授

活発な質疑応答評好

　
今
年
の
10
月
２
日
に
発

表
さ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
医
学

生
理
学
賞
は
体
内
時
計
を

う
み
出
す
遺
伝
子
制
御
シ

ス
テ
ム
の
研

究
を
発
展
さ

せ
た
３
人
の

ア
メ
リ
カ
人

研
究
者
に
授

与
さ
れ
ま
し

た
。
体
温
、

睡
眠
・
覚
醒

サ
イ
ク
ル
な

ど
の
生
命
現

象
は
１
日
約

24
時
間
の
概

日
リ
ズ
ム
が

あ
り
、
体
内

時
計
は
、
こ

の
リ
ズ
ム
を

形
成
す
る
の
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
授
与
に

も
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
概

日
リ
ズ
ム
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
体
内
時
計
に
は
脳

の
視
交
叉
上
核
に
あ
る
中

枢
時
計
と
、
肝
臓
や
骨
格

筋
な
ど
に
あ
る
末
梢
時
計

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

中
枢
時
計
に
は
「
光
」

が
、
末
梢
時
計
に
は
「
食

事
」
や
「
運
動
」
が
強
く

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
こ
の
仕
組
み
を
生

か
し
て
、
生
活
習
慣
病
の

治
療
や
予
防
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
考

え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
効
果
的
に

筋
肉
・
持
久
力
を
高
め
る

に
は
、
何
時
ご
ろ
に
、
ど

れ
だ
け
栄
養
を
と
っ
た
ら

良
い
の
か
？
　
効
果
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
時
間
帯

は
？
　
同
じ
物
を
食
べ
て

も
太
ら
な
い
時
刻
は
？
　

試
験
で
失
敗
し
な
い
睡
眠

と
は
？
　
睡
眠
が
足
り
な

い
と
き
の
効
果
的
な
昼
寝

の
取
り
方
は
？

　
11
月
20
日
（
月
）
17
時

15
分
か
ら
神
田
２
０
７
教

室
で
開
催
す
る
「
健
康
講

座
」
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
食
事
や
睡
眠
の
工
夫

で
、
日
常
生
活
で
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
上
げ
、
競
技

や
試
験
で
「
勝
つ
」
こ
と

の
で
き
る
身
近
な
「
時
間

医
学
」「
時
間
栄
養
学
」

「
時
間
ス
ポ
ー
ツ
学
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま

す
。 

（
保
健
室
）

勝つための生活習慣
学問・スポーツで効果をあげる時間医学


